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本研究領域では、不均一性や欠陥などの空間的なゆらぎ、ダイナミクスや非平衡現象などの時間的なゆらぎ

の理解と制御を通じて、社会課題の解決や人類の幸福度向上に貢献する革新的な材料の創出を目指します。具

体的には、時間的・空間的なゆらぎがもたらす材料特性に着目し、飛躍的な性能を持つ材料の開発を進めると

ともに、その礎となる分析計測技術、シミュレーション技術、データ解析技術、プロセス技術などの新たな基

盤技術の創成にも取り組みます。 

領域発足初年度となる今回の募集では、無機、金属、有機、高分子、複合材料など幅広い分野から、従来技

術の延長線上にとどまらない、ゆらぎの理解と制御によるゆらぎを活かした材料創製とその基盤技術の構築に

資する研究課題を採択することを選考方針としました。応募件数は 246 件にのぼり、本研究領域への高い関心

がうかがえました。選考にあたっては、材料・合成、分析・計測、計算・理論など多様な分野の 10 名の領域ア

ドバイザーおよび 9 名の外部評価者にご協力いただき、書類選考では 26 件を面接対象課題として選出し、最

終的に 14 件の研究提案を採択しました。各選考過程では、利害関係のある領域アドバイザーや外部評価者を

審査から除外するなど、公平かつ厳正な評価を徹底しました。 

採択された研究提案はマテリアルサイエンスを中心に、時空間ゆらぎ・非平衡ダイナミクス計測、熱・イオ

ン・電子輸送、高分子・ソフトマター・ナノ材料・触媒化学など、多岐にわたる分野に及びます。特に、ゆら

ぎを精緻に捉え、その挙動解明とそれによって新しい材料開発への応用を試みる研究を多く採択しました。一

方で、不採択となった提案の中にも挑戦的で魅力的なものが多数ありました。不採択理由や面接選考でのコメ

ントを参考に、ぜひ来年度もご応募いただきたいと考えています。とくに、本領域の趣旨である「ゆらぎの理

解と制御」の観点から、研究対象のゆらぎ、および研究の独自性や革新性をより明確にしたうえで、再度挑戦

いただければと思います。 

来年度の募集においても、今年度と同様の選考方針を掲げる予定です。ゆらぎの理解と制御という本領域の

趣旨に沿った広範な材料分野からの意欲的な提案を期待しています。 

 

  


